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事業背景（活動地域の現状）

•栃木県那須郡那須町について
人口約23,000人の小規模自治体（大田原市：68,000人）
近年は人口減少とともに出生数も減少傾向

出生数（那須町の統計書）
H22 158
H27 132
H28 145
H29 111
H30 92
R1 107
R2 81
R3 85
R4 77

R5 55
R6 54

栃木県観光物産協会HPより



事業背景（活動地域の子育て支援体制）

【親子ふれあい教室】

主催：子育て支援センター
開催回数：年間6回（隔月開催）
対象：那須町に在住されている

1，2歳児：ひよっこ教室
3，4歳対象：ちびっこ教室

・那須町の子育て支援体制（出生～成人まで）



事業背景（現「親子遊び教室」の課題）

・9年前から実施の那須町親子遊び教室の現在の課題

①参加しづらいイメージの存在

「親子遊び教室に誘われる＝何か問題がある」と受け取る保護者が
一定数おり、参加をためらう傾向

②対象者の少なさによる教室運営の困難

小規模自治体ではハイリスク児の人数が限られ、ハイリスク対象児のみ
では集団として成立しづらく、安定した教室運営が難しい

③保護者支援の限界（事業利用の局所化）

核家族化が進み障がいの有無に関わらず子育てに不安を抱く保護者
が増えているが、自治体事業の利用者は限定され、支援が届きにくい

子育て支援体制が整備されていても、現状の課題が放置されると
乳幼児期の子育て支援は“脆弱化する”可能性が高い



事業背景（課題解決に向けて）

・先行研究より

ポピュレーションアプローチを用いた町全体で住民を支える活動が報告されている

特定の問題を持つ人だけでなく、集団全体を対象に,広く・早く・

偏りなく健康リスクを下げることを目的とした一次予防の方法

高齢者分野：自治体による高齢者保健事業と介護予防

➡フレイル対策健康教育や全住民への通いの場活動に

ポピュレーションアプローチを活用（厚生労働省2024）

母子保健分野：子育て世代包括支援センターにおける研究

➡妊娠届・乳幼児健診で「ちょっと気になる」層の支援にもつなげる

仕組みを作ったポピュレーションアプローチ（子ども家庭庁2024）

➡子育て支援プログラムにおけるポピュレーションアプローチ導入

（三鷹市2022：令和4年度厚生労働省母子保健指導者養成研修より）



・小規模自治体・那須町の「課題」を「チャンス」に

方法（本事業の基本コンセプト）

従来：ハイリスク型＝「気になる親子を集めて支える」

小規模だからこそできること
➡ 9年前から多職種連携チームで親子遊び教室を展開
➡ 年間出生数約50名だからこそ、すべての親子にアプローチできる

本事業：ポピュレーション型＝

「健診対象のすべての親子に支援の機会を届ける」

➀那須町で持続可能な親子遊び教室の検証（R7年度）
➁検証結果からブラッシュアップと新たな展開（R8年度）
③➁で確立したパッケージを他自治体で展開（R9年度）



方法（令和7年度：開発・試行フェーズ）

・1歳6か月健診× 親子遊び教室
・健診同日実施
・遊び内容の統一
・ルーブリック評価導入
・多職種カンファレンス

➡効果判定は、参加率と保護者・学生・支援者アンケート
成果：参加者から「家庭でも遊びを再現できそう」100％

パッケージ化したことで親子の経過を追いやすい、等
課題：参加率が限定的

保護者からの意見（健診＋教室による時間的・心理的負担、
支援者・学生の関わりの質の向上を望む声等）

そこで令和8年度は「改善」と「拡張」へ

パッケージ化



方法（令和８年度：改善・拡張フェーズ）

・1歳6か月健診+2歳健診× 親子遊び教室
＆保育園・こども園（1，2歳クラス）×親子遊び教室

取り組み① 令和7年度の課題改善
・那須町で1歳6か月、2歳児健診用パッケージの
ブラッシュアップ
①健診と教室の動線・時間調整 ②短時間参加型
③途中参加可能な形式 ④参加しやすい周知
⑤家庭で再現しやすい遊び案内 ⑥ スタッフ・学生の保護者支援の質向上
⑦ ルーブリック評価の改善

取り組み② 拡張（出張型の検討）
・人口約8,800人の小規模自治体である塩谷町の
子育て支援特徴（1歳以降の児の多くは入園）に
合わせた保育園・こども園におけるパッケージ試行



方法（パッケージ化：令和8年度）

実施後
親子の経過管理とリピーター参加促し

準備

実施後
カンファレンス

実施中
実施後
家庭にて



方法（パッケージ化：令和8年度）

②道具をそろえる【遊具のセット化】① 遊びをそろえる【遊びプログラムの統一】

準備



方法（パッケージ化：令和8年度）

③「できた！」につなげる【安心・成功体験の保証】

実施中



方法（パッケージ化：令和8年度）

実施後 カンファレンス

④共通の視点でみる【ルーブリック評価の導入】



方法（パッケージ化：令和8年度）

実施後家庭にて リピーターへ

➄家庭につなげる
【 保護者向け冊子の配布】

➅継続して見守る
【リピーター歓迎と適応】



現在までの経過（参加状況）

実施月 健診 健診対象児
親子教室
参加者

参加率

5月
1歳6か月児健診 10名 8名 80.0%

2歳児健診 16名 2名 12.5%

7月
1歳6か月児健診 17名 4名 23.5%

2歳児健診 13名 4名 30.8%

9月
1歳6か月児健診 18名 7名 38.9%

2歳児健診 14名 4名 28.6%

合計
1歳6か月児健診 45名 19名 42.2%

2歳児健診 43名 10名 23.3%

総計 88名 29名 33.0%



現在までの経過（アンケート結果）

・保護者アンケートから見えた成果と、下半期への示唆

・「満足」だけでなく、家庭への持ち帰り・成長実感が教室価値として表れている

91% 「とても満足」

29/32

97% “できた！”を発見

31/32

91% 家庭でも再現したい

「とてもそう思う」29/32

91%
ひよっこ教室へ
再参加意向

29/32

・参加ニーズと「刺さった遊び」
参加理由（複数回答）

同年代との関わり 13

遊び方を知りたい 11

発達を促したい 10

健診のついで 10

発育・発達を確認 9

印象に残った遊び TOP3

サーキット 19

タオル遊び 18

新聞紙遊び 15

下半期に大切にしたい 3つのポイント

➁家庭で再現できる設計を維持

新聞・タオル等の身近な素材＋「関わり方のポイント」を
セットで持ち帰れる形に、継続・ブラッシュアップ。

➂リピーターには“小さな発見・満足を”

同じ遊びでも、子どもの変化を保護者が実感できるよう、
難易度・関わり方を調整し、親子共に満足する設計維持へ。

➀「できた！」に繋げる、学びに変える

子どもの“できた！”を軸に、もしも場面に慣れず、
見ている・慣れる・自分のペースで入ることも
成長と伝え、保護者の不安を軽くする声かけを継続。

保護者の声

・「実況中継するだけでも学びになると分かり、こころが軽くなった」

・「前回できなかったことができるようになって感動した」

→「身体を使う」「身近な素材でできる」遊び、
「遊び方のコツ」「繰り返し参加の変化」に満足

n=32


